工事請負契約及び業務委託契約における単品スライド条項を適用します
　平成20年8月18日
最近の特定の建設資材価格等の高騰を踏まえ、次のとおり単品スライド条項を適用します。

＊単品スライド条項とは、特別な要因により、工期内または履行期間内（以下「工期内」という。）に主要な材料の価格に著しい変動を生じ、請負代金額または委託代金額（以下「請負代金額等」という。）が不適当となった時、発注者又は請負者が請負代金額等の変更を請求できるものです。
１. 適用基準日

　  平成20年8月18日（適用基準日時点で継続中の契約及び適用基準日以降の新規契約が対象）

２. スライド条項適用対象材料

「鋼材類」及び「燃料油」の２品目のみが対象となります。
	鋼材類
	鋼板、鋼管杭、鋼製矢板、棒鋼、形鋼、ＰＣ鋼線、防護柵、ライナープレート、鋼管、ステンレス鋼管、鋳鉄管、鉄鋼二次製品
その他鋼材を主材料として構成される材料

	燃料油
	ガソリン、軽油、混合油、重油、灯油


　　＊ 燃料油は、工事場所または施行場所において直接使用（材料運搬を含む）する機械類の燃料を対象とし、人員運搬、事務所等で使用した間接的な経費は対象となりません。

３．対象となる変更額の考え方

各対象材料の価格上昇に伴う増額分のうち、変更請求に基づき、請負代金額等の１％を超える額を変更の対象とします。ただし、一部について検査を終えている場合は、その部分については対象外です。なお、鋼材類、燃料油それぞれ個別に変動額を算定し、請負代金額等の１％を超える材料のみがスライド額の計算対象となります。
　

４．申請時期 
工期または履行期間の末日（以下「工期末」という。）の２か月前までに請求することが必要です。ただし、工期末が平成20年10月31日以前である契約については、平成20年９月30日まで請求が可能ですが、請求時点で工期内であることが必要です。

